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2023 年度 科目別国家試験対策講座 第 9 回 小児看護学 

 

1）成長発達に関する問題は必ず出題される！ 

【112 PM57】子どもの平行遊びで正しいのはどれか。 

1. 3 歳ころまでの主要な遊びである。 

2. 他の子どもが遊ぶ様子を見て楽しむ。 

3. リーダーの存在や役割の分担がある。 

4. 他の子どもとおもちゃの貸し借りを行う。 

 

【111 PM58】第二次性徴で正しいのはどれか。 

1. 女児は乳房の発育から始まる。 

2. 発現は男児が女児よりも早い。 

3. 初経の開始後に、第二次発育急進が起こる。 

4. 精通は 11 歳の男児のほとんどに認められる。 

 

【110 AM53】乳幼児身体発育調査による、身体発育曲線のパーセンタイル値で正しいのはどれか。 

1. 3 パーセンタイル未満の児は、要精密検査となる。 

2. 50 パーセンタイルは同年齢同性の児の平均値を示す。 

3. 10 パーセンタイルは同年齢同性の児の平均より 10％小さいことを示す。 

4. 75 パーセンタイル以上 90 パーセンタイル未満の児は、要経過観察となる。 

 

【109 AM55】日本で用いている DENVERII（デンバー発達判定法）で 6 か月児の 90％ができるのはどれ

か。 

1. 寝返りをする。 

2. 積み木をもちかえる。 

3. 喃語様のおしゃべりをする。 

4. 自分で食べ物を口へもっていく。 

 

【108 PM54】乳幼児の正常な言語発達で正しいのはどれか。 

  1. 生後 1 か月で喃語が出始める。 

2. 生後 6 か月で意味のある 1 語が言える。 

3. 1 歳 2 か月で 2 語文を話す。 

4. 4 歳で 4 つの色を正しく言える。 

 

【108 AM60】小児の呼吸法が、腹式呼吸から成人と同じ胸式呼吸に変化する時期はどれか。 

1. 生後 6 か月 

2. 3 歳 

3. 7 歳 

4. 12 歳 
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【107 PM52】ピアジェ（J.Piaget、J.）の認知発達理論において 2～7 歳ころの段階はどれか。 

1. 感覚-運動期 

2. 具体的操作期 

3. 形式的操作期 

4. 前操作期 

 

【106 AM78】思春期に、親や家族との関係が依存的な関係から対等な関係に変化し、精神的に自立す

ることを示すのはどれか。 

  1. 自我同一性の獲得 

2. 心理的離乳 

3. 愛着形成 

4. 探索行動 

5. 母子分離 

 

【104 AM80】健常な幼児の基本的生活習慣の獲得で正しいのはどれか。 

1. 1 歳 6 か月でうがいができるようになる。 

2. 2 歳 6 か月で靴を履けるようになる。 

3. 3 歳でコップを使って飲めるようになる。 

4. 4 歳で手を洗って拭くようになる。 

5. 5 歳で昼寝は 1 日 1 回になる。 

 

【104 PM77】1 歳 0 か月の幼児の標準的な身長と体重の組合せで正しいのはどれか。 

   身 長   体 重 

1. 55cm ―――― 6kg 

2. 75cm ――――  6kg 

3. 75cm ――――  9kg 

4. 100cm ―――― 9kg 

5. 100cm ―――― 12kg 

 

【104 PM86】一般的な思春期の発育の特徴について正しいのはどれか。2 つ選べ。 

  1. 骨端線が閉鎖する。 

2. 性的成熟は男子の方が女子より早く始まる。 

3. 成長ホルモンが性腺に作用して第二次性徴が起こる。 

4. 男子では身長増加のピークの前に精巣の発育が始まる。 

5. 女子では身長増加のピークの前に乳房の発育が終わる。 
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2）過去問題を変更して出題をしている！ 

【112 AM82】学校保健安全法で出席停止となる学校感染症のうち、第二種に分類されているのはどれ

か。 

1. インフルエンザ 

2. 細菌性赤痢 

3. ジフテリア 

4. 腸チフス 

5. 流行性角結膜炎 

 

【111 PM57】新生児や乳児が胎児期に母体から受け取った抗体は次のどれか。 

1. IgA 

2. IgD 

3. IgG 

4. IgM  

 

【111 PM59】学童期の肥満で正しいのはどれか。 

1. Kaup〈カウプ〉指数で評価する。 

2. 症候性の肥満がほとんどを占める。 

3. 食事では蛋白質の摂取制限を行う。 

4. 成人期の生活習慣病のリスク因子である。 

 

【110 AM53】乳幼児身体発育調査による、身体発育曲線のパーセンタイル値で正しいのはどれか。 

1. 3 パーセンタイル未満の児は、要精密検査となる。 

2. 50 パーセンタイルは同年齢同性の児の平均値を示す。 

3. 10 パーセンタイルは同年齢同性の児の平均より 10％小さいことを示す。 

4. 75 パーセンタイル以上 90 パーセンタイル未満の児は、要経過観察となる。 

 

【110 PM56】フォローアップミルクで正しいのはどれか。 

1. 母乳の代替品である。 

2. 鉄分が添加されている。 

3. 離乳食を食べる直前に与える。 

4. 離乳食開始の時期から与え始める。 
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3）小児関連の社会保障制度を押さえよう！ 

【109 PM59】 平成 28 年度(2016 年度)の福祉行政報告例における児童虐待で正しいのはどれか。 

  1. 主たる虐待者は実父が最も多い。 

2. 性的虐待件数は身体的虐待件数より多い。  

3. 児童虐待相談件数は 5 年間横ばいである。 

4. 心理的虐待件数は 5 年前に比べて増加している。 

 

【108 AM59】 乳幼児健康診査を規定しているのはどれか。 

  1. 母子保健法 

2. 児童福祉法 

3. 次世代育成支援対策推進法 

4. 児童虐待の防止等に関する法律 

 

【107 PM51】 子どもの権利について述べている事項で最も古いのはどれか。 

1. 児童憲章の宣言 

2. 児童福祉法の公布 

3. 母子保健法の公布 

4. 児童の権利に関する条約の日本の批准 

 

【107 PM51】 小児医療に関する課題とその対応の組合せで正しいのはどれか。 

1. 低出生体重児の増加――――――――――人工乳による哺育の推進 

2. 育児不安が強い親の増加――――――――子どもの自立支援 

3. 障害児の在宅医療のニーズの増加――――レスパイトケアの充実 

4. 小児救急医療を受診する子どもの増加――ドクターカーの充実 

5. 成人になった小児慢性疾患患者の増加――親の意思決定の支援 

 

【105 PM77】 乳児の髄膜炎などを抑制するため、平成 25 年（2013 年）に定期接種に導入されたの

はどれか。 

1. 日本脳炎ワクチン 

2. ロタウイルスワクチン 

3. インフルエンザワクチン 

4. 麻しん風しん混合ワクチン 

5. Hib（Haemophilus influenzae type b）ワクチン 

 

 


